
第２３期第６回 
松浦海区漁業調整委員会 

 
 
 

日時 令和７年８月20日（水）15時から 
場所 唐津市水産会館 研修室 

（唐津市海岸通り 7182−217） 
 

  
 

次    第 
 
１ 開  会 
 
２ 議  題 
（１） あわび漁業特認許可方針（案）について（諮問）・・・・・・・・・・P１〜P６ 
（２） 漁業許可方針の変更（案）について（諮問） 

1 延縄式たこつぼ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P７〜P10 
（３） カキ試験養殖について（協議） 

1 佐賀玄海漁業協同組合肥前統括支所・・・・・・・・・・・・・・別冊 
（４） 委員会指示の適用除外について（協議）・・・・・・・・・・・・・・P11〜P20 
（５） その他 
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議題１
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あ わ び 漁 業 特 認 許 可 方 針 （ 案 ）  
 
第 １  制 限 措 置  
（ １ ） 漁 業 種 類  
    あ わ び 漁 業 （ す も ぐ り ）  
（ ２ ） 許 可 又 は 起 業 の 認 可 を す べ き 漁 業 者 の 数  
   １ ０ 人  
（ ３ ） 推 進 機 関 の 馬 力 数  
    制 限 な し  
（ ４ ） 操 業 区 域  

次 の ア 、 イ 、 ウ 、 エ の 各 点 を 順 次 結 ん だ 直 線 と 最 大 高 潮 時 海 岸 線 に
よ り 囲 ま れ た 海 面 の う ち の 佐 賀 県 玄 海 海 域 。 た だ し 、 共 同 漁 業 権 漁 場
を 除 く 。  

ア  佐 賀 県 、 福 岡 県 の 境 界 （ 包 石 ） に 設 置 し た 標 識  
イ  佐 賀 県 、 福 岡 県 の 境 界 （ 包 石 ） に 設 置 し た 標 識 と 唐 津 市 相 賀 崎 を 結 ん

だ 直 線 と 、 唐 津 市 高 島 南 東 端 と 福 岡 県 糸 島 市 志 摩 姫 島 を 結 ん だ 直 線 と の
交 点  

ウ  唐 津 市 高 島 南 東 端  
エ  唐 津 市 東 唐 津 「 旧 唐 津 シ ー サ イ ド ホ テ ル 東 館 」 西 角  

（ 北 緯 33度26分54.41秒・ 東 経 129度59分25.87秒） 

（ ５ ） 漁 業 時 期  
   １ ２ 月 ２ １ 日 か ら 翌 年 １ ０ 月 ３ １ 日 ま で  
（ ６ ） 漁 業 を 営 む 者 の 資 格  

①  操 業 区 域 に 接 続 す る 共 同 漁 業 権 を 有 す る 地 区 （ 唐 津 市 浜 玉 町 、 唐 津
市 高 島 又 は 満 島 の い ず れ か の 地 区 ） に お い て 漁 港 機 能 を 有 す る 施 設 を 拠
点 と し て 漁 業 を 営 も う と す る 者  

②  佐 賀 県 の 漁 船 原 簿 に 登 録 さ れ て い る 船 舶 を 使 用 す る 権 利 を 有 す る 者  
③  佐 賀 県 漁 業 調 整 規 則 （ 令 和 ２ 年 佐 賀 県 規 則 第 ６ ３ 号 。 以 下 、「 規 則 」

と い う 。） 第 １ ０ 条 第 １ 項 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い 者  
④  適 切 な 資 源 管 理 を 実 践 で き る 者  
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⑤  漁 業 の 生 産 力 の 向 上 に 努 め よ う と す る 者  
第 ２  許 可 の 有 効 期 間  
   １ 年 以 内  
 
第 ３  申 請 す べ き 期 間  
   令 和 ７ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 令 和 ７ 年 １ ０ 月 ３ １ 日 ま で  
 
第 ４  許 可 の 基 準  
   申 請 数 が 、 １ ０ 件 を 超 え る 場 合 は 、 次 に 掲 げ る 優 先 順 位 に よ り 許 可 又 は

起 業 の 認 可 を す る 者 を 定 め る 。 た だ し 、 同 順 位 で あ る 者 相 互 間 の 優 先 順 位
は 抽 選 に よ る 。 な お 、 規 則 第 ９ 条 第 １ 項 第 ２ 号 に 該 当 す る 場 合 は 、 こ の 限
り で な い 。  

（ １ ） 前 回 の 漁 業 時 期 に お い て 、 当 該 知 事 許 可 漁 業 の 許 可 を 有 し て い た 者
（ ２ ） ２ ０ １ ３ 年 １ ２ 月 ２ １ 日 か ら ２ ０ ２ ４ 年 １ ０ 月 ３ １ 日 ま で の 期 間 に お い
  て 、 あ わ び の 水 揚 げ の 実 績 が あ る 者  
（ ３ ） 当 該 知 事 許 可 漁 業 以 外 の 知 事 許 可 漁 業 の 許 可 を 有 し て い る 者  
（ ４ ） 上 記 （ １ ） か ら （ ３ ） に 該 当 し な い 者  
 
第 ５  条 件  
（ １ ） 松 浦 瀬 の 中 心 よ り 半 径 ２ ５ ０ メ ー ト ル 以 内 の 区 域 以 外 で は 操 業 し て は

な ら な い 。  
松 浦 瀬 の 中 心 （ 世 界 測 地 系 ）  

北 緯 ： ３ ３ 度 ２ ８ 分 ０ ６ 秒  
東 経 ： １ ３ ０ 度 ０ ０ 分 ４ ２ 秒  

（ ２ ） 操 業 時 間 は 、 次 の と お り と す る 。  
１ ２ 月 ・ ・ ・ ・ 午 前 ７ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ５ 時 ０ ０ 分 ま で  
１ 月 ・ ・ ・ ・ ・ 午 前 ７ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ５ 時 ３ ０ 分 ま で  
２ 月 ・ ・ ・ ・ ・ 午 前 ７ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ６ 時 ０ ０ 分 ま で  
３ 月 ・ ・ ・ ・ ・ 午 前 ７ 時 ０ ０ 分 か ら 午 後 ６ 時 ０ ０ 分 ま で  
４ 月 ・ ・ ・ ・ ・ 午 前 ６ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ６ 時 ３ ０ 分 ま で  
５ 月 ・ ・ ・ ・ ・ 午 前 ６ 時 ０ ０ 分 か ら 午 後 ６ 時 ３ ０ 分 ま で  
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６ 月 、 ７ 月 ・ ・ 午 前 ５ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ７ 時 ０ ０ 分 ま で  
８ 月 、 ９ 月 ・ ・ 午 前 ６ 時 ０ ０ 分 か ら 午 後 ６ 時 ３ ０ 分 ま で   
１ ０ 月 ・ ・ ・ ・ 午 前 ７ 時 ０ ０ 分 か ら 午 後 ５ 時 ３ ０ 分 ま で  

（ ３ ） 操 業 に は 佐 賀 県 の 漁 船 原 簿 に 登 録 さ れ て い る 船 舶 を 使 用 す る こ と と
し 、 す も ぐ り を 行 う 者 は １ 隻 １ 名 と す る 。  

（ ４ ） 操 業 中 は 、 県 が 指 定 す る 操 業 標 旗 を 船 舷 上 ３ .０ メ ー ト ル 以 上 の 高 さ
に 掲 げ な け れ ば な ら な い 。  
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議題２



たこつぼ漁業許可方針 

 

 延縄式たこつぼ漁業 

 

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

延縄式たこつぼ漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の数 

１５隻 

３ 船舶の総トン数 

    制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

１月１日から１２月３１日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）佐賀県において漁港機能を有する施設を拠点として漁業を営もうとする者 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されている船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐賀県規則第63号。以下「規則」という。）

第１０条第１項各号のいずれにも該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようとする者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３１日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」という。）は、令和４年１２月１日から令和

４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の数（以下「受付数」という。）が、１５件

に到達しないときは、申請期間の最終日の次の開庁日を新たな申請期間として追

加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間において、受付数と申請期間の最終日時点で

有効な許可又は起業の認可を受けている船舶の数を足した数（以下「合計数」と

いう。）が１５件に到達するまでは、最後に追加した申請期間の次の開庁日を更

に新たな申請期間として追加することを繰り返す。ただし、最後に追加した申請

期間より前の申請期間に受付けたもののうち、許可、起業の認可若しくは不許可

の処分又は申請の取下げをしたものについては、これを受付数から除く。 
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４ 合計数が１５件に到達した日以降から令和９年１１月１０日までの期間におい

て、廃業等の事由により残枠が生じた場合は、新たな申請期間を追加する。申請

期間は、規則第１１条第１項に基づく公示をした日から１０日間とする。ただし、

１０日後が閉庁日のときは、その次の開庁日までを申請期間とする。また、これ

以降の申請期間の取扱いは、上記３に同じ。 

 

 

第４ 許可の基準 

合計数が１５件を超える場合は、最後に設定した申請期間に受付けた者を次に掲

げる優先順位により許可又は起業の認可をする者を定める。ただし、同順位である

者相互間の優先順位は抽選による。なお、規則第９条第１項第２号に該当する場合

は、この限りでない。また、各順位の基準日は該当する申請期間の始期の前日とす

る。 

（１）基準日において従前の当該漁業の許可を有していた者。ただし、当該順位の適

用は、令和４年１２月１５日までに受付けた申請、かつ、有していた許可件数の

範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を有していた者から許可を承継し、許可を有し

ていた船舶と同じ船舶にて当該漁業を営もうとする者。（従前の当該漁業の許可

を有していた者が、この許可方針に基づく更新申請を行わないことに伴い許可を

承継する場合を含む。）ただし、当該順位の適用は、許可を承継する者が、許可

を譲渡する者と２親等以内の親族である場合に限る。 

（３）基準日から過去５年間において当該漁業の許可（従前の許可を含む。）を有し

ていたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁業の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しない者 

  

第５ 条件 

１ 共同漁業権漁場内で操業してはならない。ただし、所属する漁業協同

組合が保有する共同漁業権漁場内（佐賀玄海漁業協同組合においては、

所属する支所に関する共同漁業権漁場内）についてはこの限りでない。 

２ 漁具は２０条以内とし、つぼ数は１条につき１００個以内とする。 

３ 幹縄の両端に、水面１メートル以上の高さの標識をつけ、かつ、幹

縄の中間３００メートル毎に浮標をつけなければならない。 
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議題４



令和 ７年 ８月 ６日 
松浦海区漁業調整委員会 
会長 川嵜 和正 様 

住所 佐賀県唐津市海岸通 7182 番地 233 
氏名 佐賀玄海漁業協同組合 
   代表理事組合長 川嵜 和正 

 
 

松浦海区漁業調整委員会指示の適用除外について（申請） 
 
 

下記により適用除外を受けたいので申請します。 
 
 

記 
 
1 適用除外を申請する委員会指示 

松浦海区漁業調整委員会指示第９１号 
 

2 適用除外の目的・理由 
 佐賀玄海漁協では、磯焼け対策として、従来行われてきた異常繁殖したムラサキウニの駆

除と併せて、採捕と駆除とを両立させる駆除ムラサキウニの利活用に関する取組を推進し

ているところである。 
松浦海区漁業調整委員会指示第９１号はムラサキウニの採捕期間制限に関するものであ

り、制限期間中は取組を停止せざるを得ないことから、年間を通してムラサキウニを採捕し

継続的に取組推進する体制を確保できるよう適用除外を申請する。 
 
3 適用除外の期間 

承認の日から令和７年１２月２０日まで 
 

4 漁業を営む者の住所及び氏名 
別紙１のとおり 

 
5 漁業に使用する船舶 
  別紙１のとおり 
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6 採捕しようとする水産動植物の名称及び数量 
水産動植物の名称：ムラサキウニ 
数量：3,000kg 

 
7 漁業を営む方法 

簡易潜水器を用いた潜水採捕 
 

8 漁業を営む区域 
別紙２のとおり
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令和 ７年 ８月 ６日 
 

松浦海区漁業調整委員会指示の適用除外申請書 
 
 

松浦海区漁業調整委員会 
会長 川嵜 和正 様 

住所 佐賀県唐津市屋形石 3464 番地 1 
氏名 屋形石漁業協同組合 

代表理事組合長 平田 芳弘 
 

松浦海区漁業調整委員会指示の適用除外について（申請） 
 

下記により適用除外を受けたいので申請します。 
 

記 
 
1 適用除外を申請する委員会指示 

松浦海区漁業調整委員会指示第９１号 
 

2 適用除外の目的・理由 
屋形石漁協では、磯焼け対策として、従来行われてきた異常繁殖したムラサキウニの駆

除と併せて、採捕と駆除とを両立させる駆除ムラサキウニの利活用に関する取組を推進し

ているところである。 
松浦海区漁業調整委員会指示第９１号はムラサキウニの採捕期間制限に関するもので

あり、制限期間中は取組を停止せざるを得ないことから、年間を通してムラサキウニを採捕

し継続的に取組推進する体制を確保できるよう適用除外を申請する。 
 

3 適用除外の期間 
承認の日から令和７年１２月２０日まで 
 

4 漁業を営む者の住所及び氏名 
別紙１のとおり 

 
5 漁業に使用する船舶 
  別紙２のとおり 
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6 採捕しようとする水産動植物の名称及び数量 

水産動植物の名称：ムラサキウニ 
数量：３，０００㎏ 

 
7 漁業を営む方法 

簡易潜水器を用いた潜水採捕 
 

8 漁業を営む区域 
  松共第８号３号区域（別紙３のとおり） 
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（別紙３） 
 漁業を営む区域 
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議題３
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試 験 養 殖 計 画 書 

 

１．試験の概要  

１）実施場所 

   松区第 551 号内（別紙１参照） 

計 2，700 ㎡ 

 

２）実施期間 

   試験養殖の承認日～令和 8 年 8 月 31 日 

 

３）試験内容 

 a) 概要 

  干潟バスケット式 

b)養殖施設（別図２，３参照） 

 0.7ｍ×3.9m×10 台 バスケット 100 個 

     ・３倍体マガキ種苗 20,000 個を 100 個のバスケットに小分けして養殖 

     ・養殖施設の設置場所は、実施場所を確認しながら設置 

 ｃ）試験方法 

    ・養殖試験承認後（令和 7 年 9 月以降）に牡蠣養殖用バスケット他資材の準備及び設置 

  ・設置後、3 倍体マガキ種苗導入し、養殖を開始 

  ・令和８年８月まで抑制処理、間引きを行いつつ養殖を実施し、成長したものから随時殻付かき 

として試験出荷 

  ・令和８年８月末で試験養殖終了、施設撤去 

 

４）試験スケジュール  

令和 7 年 9 月 ・牡蠣養殖用バスケット他資材の導入 

同 9 月 
・バスケット支柱・架台設置 

・3 倍体マガキ種苗導入、養殖開始 

同 9 月～令和 8 年 8 月 
・養殖（抑制、間引き含む）、 

・成長ししだい随時殻付かきとして試験出荷 

令和８年８月末 試験養殖終了、施設撤去 
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５）収支計画 

    支出の部 

     内容 数量 金額 

資材費 バスケット資材 

干潟設置用バスケット架台 

カキ種苗 

一式 

一式 

20,000 個 

3,600,000 

260,000 

140,000 

総計   4,000,000 

    収入の部 

     内容 単価 金額 

売上高 カキ 12,000 個（6 割で計算） 100 1,200,000 

総計   1,200,000 

 

６）試験養殖実施予定者氏名 

   宮﨑雅司 

 

２．安全対策 

施設の維持管理については、佐賀玄海漁業協同組合肥前統括支所が適切に管理を行う。 

 

３．その他  

（緊急時の措置） 

台風等の接近などにより流失等の恐れがある場合は、採苗棚の補強・撤去等の措置を迅速に行う。 

また、本施設に起因する被害が発生した場合は、佐賀玄海漁業協同組合肥前統括支所が責任を持っ

て対処する。 

○ 緊急時の連絡先 

佐賀玄海漁業協同組合肥前統括支所    0955-54-2131 
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